
 
 

 
 

（
五
）
山
持
（
ざ
ん
も
ち
） 

 

 
西
林
木
町
霊
雲
寺
前
か
ら
前
組
町
内
以
東
・
東
林
木
町
馬
場
あ
た
り
ま

で
の
地
帯
を
「
山
持
」
と
い
い
ま
す
。 

昔 

伊
努
谷
川
が
南
流
し
て
い
た
頃
、
伊
努
谷
川
の
流
れ
が
形
成
し
た
扇

状
地
の
東
平
坦
地
（
「
古
土
手
」
以
東
）
を
「
山
持
」
と
言
っ
た
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
東
林
木
町
の
「
青
木
」
地
帯
か
ら
「
登
立
」
を
通
っ
て
い
る
通
称

「
山
持
川
」
は
、
西
林
木
町
の
「
山
持
」
地
域
に
流
れ
る
た
め
「
山
持
川
」

と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

最
近
こ
の
「
山
持
川
」
の
周
辺
に
お
い
て
は
国
道
四
三
一
号
バ
イ
パ
ス
事

業
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
扇
状
地
の
か
な
り
の
部
分
は

中
世
以
降
の
土
石
流
の
堆
積
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。 ま

た
、
斐
伊
川
が
西
流
し
て
い
た
弥
生
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
山
持

周
辺
に
は
大
規
模
な
集
落
の
跡
や
水
田
・
畑
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

出
雲
国
風
土
記
に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
伊
努
神
社
」
の
社
地
は
「
山
持
」

の
中
ほ
ど
に
あ
り
、
国
引
き
し
た
八
束
水
臣
津
野
命
（
別
名
・
意
美
豆
努
命
）

の
子
「
赤
衾
伊
努
意
保
須
美
比
古
佐
和
気
農
命
」
が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。 

出
雲
国
風
土
記
の
冒
頭
に
あ
る
国
引
き
で
は
、
ま
ず
新
羅
の
三
崎
を
、
つ

い
で
北
方
の
佐
伎
国
、
余
波
国
を
引
き
、
そ
し
て
高
志
の
都
都
（
珠
州
）
の

三
崎
を
引
い
て
、
杵
築
か
ら
美
保
関
ま
で
の
島
根
半
島
を
つ
く
っ
た
と
記
述

さ
れ
て
い
ま
す 

 

そ
の
国
引
き
で
島
根
半
島
を
最
初
に
引
き
寄
せ
つ
な
が
っ
た
地
点
が
、「
伊

努
の
郷
」
と
い
う
話
し
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

お
そ
ら
く
、
北
山
の
伊
努
谷
川
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
の
堆
積
と
斐
伊
川
か

ら
流
出
し
た
土
砂
の
交
合
作
用
で
本
州
と
つ
な
が
り
造
成
さ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。 

「
赤
衾
伊
努
意
保
須
美
比
古
佐
和
気
農
命
」
は
別
名 

大
州
見
彦
（
オ
オ

ス
ミ
ヒ
コ
）
と
呼
ば
れ
、
大
き
な
砂
州
を
監
視
す
る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。 こ

の
よ
う
な
伝
説
や
記
述
か
ら
地
名
を
推
定
す
る
と
「
山
持
」
は
砂
や
土

が
「
山
の
よ
う
に
積
も
っ
た
」
と
い
う
意
味
。 

即
ち
「
山
積
も
る
」
・
・ 

「
や
ま
つ
も
り
」・
・ 

「
や
ま
も
ち
」
・
・ 

「
山
持
」
・
・
・
と 

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

の
で
な
い
か
と
古
老
が 

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 


